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背 景
①大学や病院図書館からの「日赤医学」冊子体の
「寄贈」リクエストと電子化の要望が増えてきた。
②赤十字関連団体発行資料は、病院すべてに寄
贈されるわけでなく、収集が困難。
a.病院職能団体、b.血液事業部、c.学園（看護大学）等
(薬剤師、検査技師、放射線技師、栄養士、図書室担当）
③各病院において 職員の業績集の必要性が求、
められてきた。
④他の赤十字病院発行紀要の文献複写受付（ILL)
が増えた。
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目 的
①「日赤医学」を電子ファイルで保存・公開す
る。
②赤十字関連団体の発行誌の保管・利用す
る。
③職員業績集として利用する。
④各赤十字病院から送られてくる病院紀要に
ついて
a.書架のスペースを減らす。
b.ILL受付件数を減らす。2012/8/26 MIS29 3
方法：公開までの準備
2007年 ～ 「日赤医学」の電子化を本社に要請
2009年 7月6-7日 第 80 回日本医学図書館協会総会（和光市：国立保健医療科学院）
毎年、医学会の担当者が交代するたびに依頼
11月11日 第5回DRFワークショップ「2009年、いま改めてリポジトリ」（3）
（第12回図書館総合展：横浜）
2011年 7月16日 日赤図書室協議会研修会（日本赤十字社）
8月 機関リポジトリ見積依頼（200GBまで、データ登録含）
10月 16日 リポジトリ説明会（NII）
11月10日 第8回デジタルリポジトリ連合全国ワークショップ（第13回図書館総合展：横浜）
12月27日 JAIRO Cloud申請郵送（本社）
2012年 申請
まず図書室担当者
に紹介、理解しても
らう！
“教育機関”へのJC提供。病院での利用の打診
JCの存在
を教えて
もらう
本社に理
解してもら
えない
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1月 4日 JAIRO Cloud 受理
1月11日 「JAIRO Cloud（共用リポジトリ）システム講習会」（NII）10機関17名
4月 4日
JAIRO Cloud環境設定完了・引き渡し
公開準備：登録IP施設内での登録、レイアウト
6月26日 試験公開9：30～ （574件登録）
7月10日 公開 （8月24日現在1,468件登録）
本社の担当者
も参加させる
大学ではないが、目的は同様であるので受理
一人で登録
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①「日赤医学」公開
「日赤医学」 （0387‐1215）
a 日本赤十字社医学会 発行. 
b. 年2回発行
No.1（学会抄録集号）
シンポジウム、要望演題、一般口演、
ポスター等、 868演題発表予定
No.2（優秀演題号）
c. 公開に際し投稿規定の改訂を依頼
d. 担当病院は、原稿をPDFファイルに
てファイルで提出、登録が義務とな
った。
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a 職能団体（医療事業部）
②赤十字関連団体発行誌
各施設の図書室担当者に連絡をし、各部署の部長、技師長に説明し各団体で検討中。
.
「日赤検査」 日赤検査技師会（大阪）
「日赤放射線技師会電子会誌」
日赤放射線技師会（深谷）
「日赤薬剤師」日赤薬剤師会（武蔵野）
「日赤栄養」日赤栄養士会（成田）
「日赤図書館雑誌」日赤図書室協議会（成田）
b.他部署 （本社血液事業部・血液センター）
「血液事業」 メディカルオンライン収録
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②赤十字関連団体発行誌
c. 学校法人 日本赤十字学園
全国に６看護大学
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http://www.jrc.ac.jp/
学園本部にも説明済み。大学により事情もあるが、医療事業部としては、参加の
希望があれば、利用していただく体制は整えてあります！
結果：①「日赤医学」／②関連団体
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http://www.jrc.ac.jp/
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結果：①「日赤医学」／②関連団体
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http://www.jrc.ac.jp/
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リンクリゾルバ
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学会日時：2012.10.17‐18（高松）
日本赤十字社医学会総会
学会担当の高松日赤からの発案
a. 「日赤医学」（抄録集）を持参しないため、
学会当日、A6版のプログラムを配布する。
その中に、右のページを挿入し、携帯・ス
マートフォンからQRコード でリポジトリに
アクセスし、自分の抄録を確認できる。
学会抄録集印刷完成 学会ま 週間b.  ～ での2
で、リポジトリに一括登録させる。
c.  ブースにPCを用意し、リポジトリを紹介する。
d. ポスターも学会場に貼り「赤十字リポジトリ」
をPRする。
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③業績集として利用する
「広島赤十字・原爆病院業績集」
「松江赤十字病院医学雑誌」「熊本赤十字病院診療部業績集」：
職員の他誌への投稿論文を全文掲載（別刷→ＰＤＦ）
紀要
「紀要」は表紙から奥付まで順番に掲載
業績
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“紀要”とは、ツリーを分けて業績を掲載
④赤十字病院の紀要
「徳島赤十字病院医学雑誌」ほか
実際の数は把握できていない。
ホームページで公開して
いる施設がある。
徳島は、PDFとホームペー
ｼﾞ両方掲載を希望。
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徳島赤十字病院ホームページ
赤十字リポジトリ
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問題点
a.各施設では、業績集としての要求が多いが、学会・
出版社が承認しない論文が多く 業績を全て公開で、
きない。
b. 査読前、後の原稿を保管している臨床医がいるか？
c. 医学論文では、患者さんを特定できる画像等が使わ
れていることがあるので 論文・学会発表の際に事前、
に患者さんに許可を得る事が大切である。
d. 「日赤医学」のバックナンバーは誰が登録するのか？
e. 図書館員はシステムに詳しくない。JAIRO Cloud:例
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NII：JAIRO Cloudを利用
論文を登録する際に、アイテムタイプを選択して登録をする。
大学向けにつくられているので、病院向けにアイテムタイプを作成した。
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追加
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ＣｉＮｉｉへの反映
追加したアイテムタイプのマッピング設定を行う。
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まとめ
• 職能団体の会長に相談に行くと、「図書室ってこんなこと
やってるの？！」とびっくりして、見直してくれる。
• “赤十字”であっても、別部署の団体が一緒に事業を行う
ことは珍しいため、「赤十字リポジトリ」をきっかけに横の繋
がりができるように、少しずつ参加を呼び掛けていきたい。
日本赤十字社
・医療事業部：92病院・健康管理センター等
血液事業部：血液センタ・ ー
・総務部：企画広報室・情報プラザ（赤十字関連資料室）
日本赤十字学園、日本赤十字社幹部看護師研修セン
ター等
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